
（別紙３）

～ 令和　８　年　１月　２７　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和　８　年　１　月　２７　日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今年度、家族で参加できる夏祭りを開催した。好評だった

ため、来年度はイベントを増やし、交流の場を広げていきた

い。

2
・本児の様子や保護者の意見を聞きながら、次のステップを

一緒に考えていきたい。

3

・慣れ合いになることなく、知り得た情報や知識を共有し、

話し合いなどを経て、より良い支援を行えるようにしていき

たい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・療育の必要性を知ってもらう。

・定期的な連絡会などを行い、情報共有ができるようにして

いきたい。

2
・見学やイベントを開催し、地域の方が誰でも参加できる場

を作り、知ってもらいたい。

3

○事業所名 わくわくキッズ俱楽部桜島

○保護者評価実施期間 令和　８　年　１　月　７　日

○保護者評価有効回答数

令和　８　年　１　月　７　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　８　年　２　月　５　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・関係機関との連携
・目的意識や方向性の違い、地域性もあり連携が取りにく

い。

・小さい地域のため、新規利用者が増えない。
・地域に子どもが少ない。

・地域性もあり、理解が得られない。

・職員、保護者が交流できる機会がある。

・家族で参加できるイベントを開催して、保護者同士や職員

も交えての茶話会を設け、日頃の悩みや相談など話せる場を

作っている。

・利用期間が長く、信頼関係が築けており、継続的な支援が

おこなえている。

・「できた！」を共感し、たくさん褒めて自信につなげられ

るようにしている。

・職員間の信頼関係ができている。
・立場に関係なく、お互いに相談し合い、思っていることを

話せる環境ができている。

事業所における自己評価総括表公表


